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「入浴剤の化学」を題材とした

サイエンスキャンプでの取組

村田 一平

発泡入浴剤は身近な物質であり，生徒たちに日常生活と化学との関連を考えさせる題材として，

有効である。入浴剤が発泡するしくみを調べさせる実践についてはすでに報告されている※1)が，今

回，高校生を対象としたサイエンスキャンプにおいて，発泡入浴剤が発泡するしくみを段階的に調

べさせる取組を行ったので，その内容を報告する。

［キーワード］発泡入浴剤 固体酸 サイエンスキャンプ

はじめに

入浴剤は，日常生活で用いられている物質で

あり，生徒たちにとって，なじみの深い物質で

ある。また，発泡入浴剤については，中学校の

教科書では二酸化炭素を発生させる方法のひと

つとして，高等学校の教科書では炭酸水素ナト

リウムの用途として，いずれも一部教科書に記

載がある。しかし，生徒たちは中学校の教科書

の記載や日常生活から，発泡入浴剤はお湯に入

れると発泡し，気体が発生することを理解して

いても，その化学的なしくみについては，教科

書にも記載が無く，理解が図られていないよう

に感じる。また，発泡入浴剤のしくみを調べる

実験について，その実践が既に報告されている。

今回は，北海道室蘭栄高等学校のサイエンスキ

ャンプにおいて，高校生を対象に日常生活でも

体験できる「発泡入浴剤を水（お湯）に入れる

と発泡して気体が発生する」という現象から，

発生する気体が何かを自分たちで計画した方法

によって確かめるなど，発泡入浴剤が気体を発

生するしくみについて段階的に解明していく活

動を通じて，化学的に探究する能力を育てる取組

を試みた。

１ 活動の内容

発泡入浴剤を水に入れたとき，発生する気体

が何であるかということと，気体が発生するし

くみを調べる活動を，以下に示す内容のワーク

シートに沿って行った。なお，結果や考察の記述に

ついては，論理的に表現させるため，定型文に当

てはめさせながら記述させる方法を用いた※２)。

＜ワークシート＞

実験１ 発泡する入浴剤と発泡しない入浴剤

準備

〔器具〕試験管，薬さじ，乳鉢

〔薬品〕市販の入浴剤（発泡しない入浴剤，

発泡する入浴剤）

方法

１ 砕いた発泡入浴剤１ｇを乳鉢に入れ

て，すりつぶす。

２ 方法１の発泡入浴剤と，粉末状の発泡

しない入浴剤１ｇを，それぞれ別の試験

管に入れ，水を10mL加えて，変化の様子を

観察する。

【発問１】

発泡した入浴剤の成分を書き出し，他の

班で発泡した入浴剤の成分と見くらべ，化

学反応により発泡すると考えられる物質を

あげなさい。

実験２ 入浴剤から発生する気体を確かめる

【発問２】

入浴剤を水に入れたとき，入浴剤から発

生する気体は何か。

北海道立教育研究所附属理科教育センター

村田一平



- 51 -研究紀要 第23号（2011）

「入浴剤の化学」を題材としたサイエンスキャンプでの取組

入浴剤から発生する気体は，(ｱ)

であると考えた。

その理由として，

それを調べるためには，

という操作の実験を行い，

という結果が得られれば，入浴剤から発生

する気体は，(ｱ) である。

それでは，実際に実験を行い，確かめる。

結果 「○○したら（操作），□□になった。」

という形式で書く。

考察 「□□になったことから（結果）、△△

であると考えた（結論）。その理由は、◇

◇だからである（根拠）。」という形式で

書く。

【発問３】

炭酸水素ナトリウムが反応して気体を発

生する化学反応を，発生する気体の化学式

をそえて書き出してみよう。

実験３ 発泡するメカニズムを探る

準備

〔器具〕 試験管，時計皿，ビーカー(200mL)，

薬包紙，ガスバーナー，ガスマッチ，

スタンド

〔薬品〕 炭酸水素ナトリウム，フマル酸，

マグネシウムリボン，青色リトマス

紙，石灰水

Ａ 炭酸水素ナトリウムの加温

方法

炭酸水素ナトリウム１ｇを試験管に入

れ，40℃の湯に試験管ごと浸け，試験管の

中のようすを観察する。

結果 試験管の中のようす

Ｂ 炭酸水素ナトリウムと湯の反応

方法

炭酸水素ナトリウム１ｇを試験管に入

れ，ここに40℃の湯10mLを加え，試験管の中

のようすを観察する。

結果 試験管の中のようす

Ｃ 炭酸水素ナトリウムとフマル酸の反応

方法

炭酸水素ナトリウム１ｇとフマル酸１ｇを

薬包紙の上で混合して試験管に入れ，試

験管の中のようすを観察する。

結果 試験管の中のようす

Ｄ フマル酸の性質

方法

１ フマル酸を薬さじ１杯（大きい方で）

取り出し，時計皿にのせる。

２ 方法１のフマル酸に，乾いた青色リト

マス紙を付けて，青色リトマス紙を観察

する。

３ 方法１のフマル酸に，水で湿らせた青

色リトマス紙を付けて，青色リトマス紙

を観察する。

４ 新たに，フマル酸１ｇを試験管に入

れ，ここに約２cmの長さに切ったマグネ

シウムリボンを入れて，試験管の中のよ

うすを観察する。

５ 方法４に，水を10mL加えて，試験管の中

のようすを観察する。

結果 青色リトマス紙やマグネシウムリボン

のようす
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【発問３】

炭酸水素ナトリウムと酸（フマル酸）を混

合しても，気体が発生しない理由を考えて，

書き出してみよう。また，どのような操作を

加えたら，気体が発生すると考えますか。

Ｅ 炭酸水素ナトリウムとフマル酸を混合し

て気体を発生させる

方法 ＜気体を発生させ，その気体が何かを

確かめるまでの操作を箇条書きで書く＞

２ 結果

実験１では，発泡しない入浴剤と発泡入浴剤

に水を入れ，発泡するかどうかを観察した後，

発泡入浴剤の成分で，化学反応により気体が発

生する物質を列記させた。なお，今回用いた入

浴剤の成分（有効成分）を表１に示した。

表１ 今回用いた入浴剤のおもな成分

発泡しない入浴剤 発泡する入浴剤

炭酸水素ナトリウム 炭酸水素ナトリウム

無水硫酸ナトリウム塩 炭酸ナトリウム

化カリウム 炭酸カルシウム

フマル酸

実験２では，入浴剤から発生した気体が何か

を調べる実験を，その方法

を含めて考えさせて行っ

た。その際に，発問におい

てその流れを示し，誘導し

ながら行った。発生する気

体について，中学校での既

習事項をもとに二酸化炭素

であるという予想を立て，

実験方法を計画し，それに

基づいて実験を行い，発生

する気体が二酸化炭素であ

図１ 二酸化

炭素の発

生の確認

ることを確かめた（図１）。

実験３では，発泡入浴剤が発泡するしくみに

ついて考えさせた。発問１ですでに，発泡入浴

剤の有効成分のうち炭酸水素ナトリウムが発泡

に関与していると考えているので，この炭酸水

素ナトリウムがどのようなしくみで発泡するの

かを調べた。生徒たちは，中学校での既習事項

から，炭酸水素ナトリウムは熱分解や酸との反

応によって二酸化炭素が発生することを理解し

ている。「入浴剤をお湯に入れる」という操作

が，炭酸水素ナトリウムについてどのような反

応なのかを考えさせて行く。まず，実験３のＡ

で炭酸水素ナトリウムを約40℃に加温すること

から，この条件で熱分解が起こり気体が発生す

るかを調べた。実験３のＢでは，炭酸水素ナト

リウムと約40℃の湯が反応し気体が発生するか

を調べた。結果として，Ａ，Ｂともに変化が見

られなかった。つぎに，炭酸水素ナトリウムか

ら気体が発生するのは酸との反応であると仮定

し，実験３のＣで入浴剤に含まれている粉末の

フマル酸とを混ぜ合わせて観察したが，変化が

見られなかった。そこで，粉末のフマル酸が酸

としてはたらいているのか，また，酸としては

たらくためにはどのような条件が必要かを調べ

る実験を行った。粉末のフマル酸に乾いた青色

リトマス紙を付けたところ変化は見られなかっ

た（図２ａ）。次に，水で湿らせた青色リトマ

ス紙を付けたところ，赤色に変化した（図２ｂ）。

さらに，フマル酸にマグネシウムリボンを入

れたところ変化は見られなかったが（図３

ａ），そこに水を加えたところマグネシウム

図２ａ フマル
酸と乾いた青
色リトマス紙
の反応

図２ｂ フマル
酸と水でぬら
した青色リト
マス紙の反応
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リボンから気体が発生した（図３ｂ）。

これらのことから，粉末

のままでは酸としてはは

たらかず，水に溶けるこ

とにより，酸としてはた

らくことがわかった。

炭酸水素ナトリウムと

粉末のフマル酸を混合し

ても，気体が発生しない

ことを確かめ，その理由

について考えた後，気体

を発生させて（図４），そ

の気体が何かを確かめる

までの操作について計画

を 立て ， 実 際 に 行 わ せ

た。

このような過程を通じて，入浴剤が発泡す

るしくみを考える活動と，定型文を用いなが

ら結果や考察を論理的に表現する活動を通し

て，化学的に探究する方法について学ばせた。

３ まとめ

この実験は，今回紹介した内容の他に，入浴

剤を固形にすることの意味合いについて考える

実験を含めて，90分で行った。

「このプログラムで，具体的に勉強になった

と思った内容」という質問に対するアンケートで，

図３ａ フマ
ル酸とマ
グネシウ
ムリボン

図３ｂ フマ
ル酸水溶
液とマグ
ネシウム
リボンと
の反応

図４ 炭酸水
素ナトリウ
ムとフマル
酸水溶液に
よる二酸化
炭素の発生

○実験で出た結果に対して，なぜそうなるか

を考えて，それに対して条件を設定して色々

なことを試す。

○自分で考えて，自分で実験を行ったこと。

○化学の実験で，レポートの書き方を形式的

に学ぶことができた。

という生徒の回答が得られた。

このことから，入浴剤が発泡するしくみにつ

いて，各段階で生徒自ら実験の方法を考えなが

ら進め解明する取組と，結果や考察を論理的に

表現する取組が，生徒にとって科学的な思考や，

科学的に表現する活動において，有効であった

ことが伺えた。

おわりに

身の回りの物質を題材に，化学への興味・関

心を促しながら，そこで起こる現象に対して解

明する活動は，化学的に探究する能力を育てる

ためにも有効である。また，中学校での既習事

項を活用しながら実験をすすめて行くことから

も，生徒たちにとって理解しやすい内容であっ

たと考える。

今後に向け，このような身の回りの物質を題

材に，そのしくみを考える教材を考えて行きた

い。
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